生活習慣から見た「幼児の健康」について by 平山 素子 & 鈴木 和弘
―  269  ―




A study on the relationship between lifestyle and 'infant's health' 
Motoko Hirayama
Kazuhiro Suzuki 　




































―  271  ―
秋草学園短期大学　紀要  34  号（2017年）
　＊児童センターとは、市の中央地区以外の各地区に設置されている集団保育を行う施
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【方法】
長井市内の幼保園・児童センター７園に通う 3〜 5 歳児を対象として、HQC （Health 
quality control）手法を用いて、保護者に子どもの生活を一週間（月〜日）記録してもらった。
対象とした子どもは、男子 168 名（年長 60 名、年中 59 名、年少 49 名）、女子 177 名（年











年に関わらず、21 時台半ばに就寝していた。22 時以降に就寝している子どもは 50 名
（14.7%）で他の調査に比べて少ない結果であった 4,5）。最も遅い子どもの平日就寝時刻（平
均）は 22 時 47 分であった。また、金曜日の就寝時刻の平均値と標準偏差は 21 時 33
分± 36 分、土曜日は 21 時 30 分± 42 分で月〜木曜日の就寝時刻の平均 21 時 26 分±
32 分に比べて少し遅い程度である。但し、22 時以降に就寝した子どもは金曜日 99 名
（29.7%）、土曜日 112 名（33.5%）と倍増しており、23 時 30 分以降に就寝した子どもも
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図１ 平⽇の就寝時刻（学年別） 図２ 平⽇の起床時刻（学年別） 
表１ 平⽇の就寝時刻と起 （性・学年別） 
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就寝時刻の分布を学年別に図示した（図１）。年少・年中児の就寝時刻は年長児に比べ




平日（月〜金）の起床時刻の平均は 6時 47 分± 30 分であった（表１）。年長児は年少・
年中児と比べて若干起床時刻が早いことが分かる。6時以前に起床している子どもは 13




時 30 分から 7時に起床していることが分かる。
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図１ 平⽇の就寝時刻（学年別） 図２ 平⽇の起床時刻（学年別） 
表１ 平⽇の就寝時刻と起床時刻（性・学年別） 
図１　平日の就寝時刻（学年別） 図２　平日の起床時刻（学年別）




























































5. 97 �� ����������
96 �� ����������
90 �� ����������
�. 97 �� ����������
96 �� ����������













































5. 97 �� ����������
96 �� ����������
90 �� ����������
�. 97 �� ����������
96 �� ���������




―  275  ―








一方で、一週間の使用時間が 44 時間に及んだ子どももいた。最頻値は 12 〜 14 時間であ
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表３ 家庭におけ 運動遊びの状況（性・学年別） 
図４ メディア使⽤時間 図４　メディア使用時間
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表４ 朝⾷内容群別 ⽣活習慣の⽐較 
* p<0.05 
表４　朝食内容群別 生活習慣の比較
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うかがえる。また、一週間のメディア使用時間が 21 時間以上の子どもの割合は、上位群


























本研究は、平成 27 〜 31 年度科学研究費・基盤研究（B）「長期追跡調査による幼少年
期のライフスタイルと健康・体力の変容に関する縦断的研究」の一環として実施した。
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